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動作訓練と行動発達
























































































































































































































































a.大部分達成 100 (52.4) 
b.半分達成 69 (36.1) 









a.大部分達成 35 (51.5) 
b. 半分達成 27 (39.7) 















































の違いなどを理解 50 (15.2) 
b.保護者などのインテークと子ど
もの問題状況の把握 22 (6.7) 
C. 課題関連図などによる子どもの
問題点の見方 39 (11.9) 
d.子どもに合わせた課題の組立て
と指導計画作成 51 (15.5) 
e.動作訓練のモデルパターンの援
助の仕方 59 (17.9) 
f.子どものペースにあった無理の
ないかかわり方 38 (11.6) 
g. 記録の取り方と動作と行動変化
の評価の仕方 20 (6.1) 
h.母親指導の進め方 4 (1.2) 
i.生活指導や集団活動などの自分
の役割分担の指導方法 6 (1.8) 
j. 職場での動作訓練の適用や導入
の工夫 37 (11.2) 
k. ミーティングや研修会での相互
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仕方」が多いことから，動作法の理論を知った上で，子
どもに合った課題の組立てや指導計画の作成とともに，
実際の動作法での支援の仕方を研修したいと考えている
ことがうかがえる。つまり，動作法での一連の指導方法
を研修することで，今後の授業場面での活用を図ろうと
することが考えられる。
また，重点的に研修したい内容の11項目から，実際に
研修できた内容について整理してみると，動作法の経験
が無い初心者群では，主に「a．動作訓練の理論や他の訓
練法との違いなどを理解」「c．課題関連図などによる子
どもの問題点の見方」「e．動作訓練のモデルパターンの
援助の仕方」「f．子どものペースにあった無理のないかか
わり方」「j．職場での動作訓練の適用や導入の工夫」が多
かった (Table11参照）。
一方，動作法経験者群でも，「a．動作訓練の理論や他
の訓練法との違いなどを理解」「c．課題関連図などによ
る子どもの問題点の見方」「d．子どもに合わせた課題の
組立てと指導計画作成」「e．動作訓練のモデルパターン
の援助の仕方」「f．子どものペースにあった無理のないか
かわり方」が多かった (Table12参照）。
これらから，本公開講座は，動作法の理論をもとに，
子どもの問題点の見方から，子どものペースに合った動
作法の援助の仕方まで，一連の指導方法について研修で
きるように構成されているとみられる。
その反面，保護者へのインテークの仕方や子どもの問
題状況の把握，指導記録の取り方や動作と行動変化の評
価の仕方などへの研修については，もう少し工夫が必要
であることがうかがえる。
Table 10 重点的研修希望（動作法経験者群）
具体的な研修課題
a.動作訓練の理論や他の訓練法と
の違いなどを理解
b.保護者などのインテークと子ど
もの問題状況の把握
C. 課題関連図などによる子どもの
問題点の見方
d.子どもに合わせた課題の組立て
と指導計画作成
e. 動作訓練のモデルパターンの援
助の仕方
f. 子どものペースにあった無理の
ないかかわり方
g. 記録の取り方と動作と行動変化
の評価の仕方
h. 犀親指導の進め方
i. 生活指導や集団活動などの自分
の役割分担の指導方法
j. 職場での動作訓練の適用や導入
のエ夫
k. ミーティングや研修会での相互
啓発への参加と工夫
取り上げた人数
329 (%) 
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Table 11 実際に研修できた内容
（動作法経験の無い初心者群）
具体的な研修課題
a.動作訓練の理論や他の訓練法と
の違いなどを理解
b.保護者などのインテークと子ど
もの問題状況の把握
C. 課題関連図などによる子どもの
問題点の見方
d.子どもに合わせた課題の組立て
と指導計画作成
e.動作訓練のモデルパターンの援
助の仕方
f.子どものペースにあった無理の
ないかかわり方
g. 記録の取り方と動作と行動変化
の評価の仕方
h.栂親指導の進め方
i. 生活指導や集団活動などの自分
の役割分担の指導方法
j. 職場での動作訓練の適用や導入
のエ夫
k. ミーティングや研修会での相互
啓発への参加と工夫
取り上げた人数
314 (%) 
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Table 12 実際に研修できた内容（動作法経験者群）
具体的な研修課題
a. 動作訓練の理論や他の訓練法と
の違いなどを理解
b.保護者などのインテークと子ど
もの問題状況の把握
C. 課題関連図などによる子どもの
問題点の見方
d. 子どもに合わせた課題の組立て
と指導計画作成
e. 動作訓練のモデルパターンの援
助の仕方
f.子どものペースにあった無理の
ないかかわり方
g. 記録の取り方と動作と行動変化
の評価の仕方
h. 母親指導の進め方
i. 生活指導や集団活動などの自分
の役割分担の指導方法
j. 職場での動作訓練の適用や導入
の工夫
k. ミーティングや研修会での相互
啓発への参加と工夫
取り上げた人数
128 (%) 
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IV. おわりに
本公開講座の参加者の課題意識については，動作法の
経験が無い初心者は，どのように授業を展開してよいか
悩んでいる現状を打開するために，動作法の目的や意義
といった理論を知り，その上で実際の養護学校現場にど
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う展開していくかを研修したいと考え，動作法経験者は，
基本に立ち返り，改めて子どもの実態を把握する方法を
見直しながら基本的な動作法の修得を研修したいと考え
ている。
さらに，動作法の経験が無い初心者や動作法経験者と
もに，動作法での一連の指導方法を研修することで，今
後の授業場面での活用を図ろうとしている。
本公開講座は，おおよそこれらの課題を達成できるよ
うな内容になっているが，指導記録の取り方や動作と行
動変化の評価の仕方などへの研修については，もう少し
工夫が必要である。また説明する際には，動作法の経験
がない初心者でも分かるようなことばを用いたり，実技
の際のことばかけや実際のやりとりの様子をより詳しく
伝えたりしていくことが望まれる。
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